
発行所　古河市鴻巣１１８９−４　  古河商工会議所内
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　商工フェスティバル　〈五霞地区会〉
　第２回商工会フェスティバルが３月２５日多目的集会センター駐車場において開催された。各種模擬
店の他、大型トラックの荷台をステージとした仮装大会では５組が参加しアニメのキャラクター等に仮
装した参加者は会場内を盛り上げた。また、腕相撲大会、じゃんけん大会、オークションも行われ、
フィナーレでは豪華大抽選会が行われた。電化製品等が多数用意され、当選者が呼ばれる都度、会場内
は歓声につつまれた。また、 幸手桜高校演劇部(ちんどんパフォーマンス) は終始会場内をねり歩き会場
内より大きな拍手があった。他地域よりも多数来場者があり本フェスティバルが盛況のうち終了した。
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平成29〜30年度　役　員　名

副会長
塚田　　孝

副会長
塚原　　実

副会長
矢澤　啓次

副会長
野村　義照

（敬称略）

会　長
川島　　栄

副会長
須釜　利行

総 務 委 員 会

研 修 委 員 会

組 織 委 員 会
— 各 委 員 会 名 簿 —

厚 生 委 員 会

税 制 委 員 会

広 報 委 員 会

役　職 地区 氏　名

委 員 長 坂　東 野　村　義　照

副委員長 古　河 野　村　利　夫

委 員 坂　東 保土田　和　秀

〃 境 内　海　正　富

〃 総　和 渡　辺　　　勉

〃 三　和 大　橋　みち子

〃 五　霞 知　久　　　晃

役　職 地区 氏　名

委 員 長 境 塚　原　　　実

副委員長 総　和 小　倉　邦　義

委 員 古　河 箱　島　　　博

〃 坂　東 須　賀　正　雄

〃 三　和 二　宮　　　司

〃 五　霞 新　井　秀　行

役　職 地区 氏　名

委 員 長 五　霞 須　釜　利　行

副委員長 古　河 大和田　五　郎

委 員 古　河 森　　　博　一

〃 坂　東 張　替　安　弥

〃 坂　東 荒　木　弘　文

〃 境 稲　垣　英　世

〃 総　和 舘　野　正　明

〃 三　和 並　木　淳　一

役　職 地区 氏　名

委 員 長 総　和 矢　澤　啓　次

副委員長 境 斉　藤　哲　生

委 員 古　河 野　村　久　男

〃 古　河 五十嵐　　　順

〃 坂　東 金　子　　　勇

〃 総　和 千　野　欣　重

〃 三　和 初　見　周　一

〃 五　霞 松　本　幸　子

役　職 地区 氏　名

委 員 長 三　和 塚　田　　　孝

副委員長 古　河 野　澤　豊　輔

委 員 坂　東 中　山　達　也

〃 境 安　井　正　博

〃 総　和 峯　　　秀　行

〃 五　霞 猪　山　勝　美

役　職 地区 氏　名

委 員 長 古　河 蓮　見　公　男

副委員長 境 間　瀬　賢次郎

委 員 古　河 小　林　敏　明

〃 坂　東 奥　村　秋　夫

〃 坂　東 倉　持　博　之

〃 総　和 五月女　光　男

〃 三　和 木　村　義　江

〃 五　霞 長　島　茂　雄
（敬称略）
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青年部会役員名簿

29年度収支決算書 30年度収支予算書
（平成29年4月1日～平成30年3月31日） （平成30年4月１日～平成31年３月31日） （単位：円）

女性部会役員名簿
役　職 氏　名 地区会

青年部会会長 森　　　　博　一 古河地区会　部会長
副部会長 倉　持　　博　之 坂東地区会　部会長

〃 新　井　　　　衛 境　地区会　部会長
〃 稲　葉　　貴　大 総和地区会　部会長
〃 並　木　　淳　一 三和地区会　部会長
〃 新　井　　秀　行 五霞地区会　部会長

会　計 大　島　　崇　嗣 古河地区会
幹　事 杉　本　　浩　一 〃

〃 福　田　　揚　総 〃
〃 吉　田　　孝　美 坂東地区会
〃 中　山　　一　夫 〃
〃 前　川　　英　生 〃
〃 染　谷　　真　一 境　地区会
〃 大　野　　　　勉 〃
〃 矢　澤　　宏　幸 総和地区会
〃 高　橋　　勝　則 〃
〃 船　橋　　裕　輔 〃
〃 荒　川　　知　也 三和地区会
〃 川　上　　和　志 〃
〃 青　木　　孝　徳 〃
〃 植　竹　　一　雄 五霞地区会
〃 知　久　　佳　高 〃

監　事 野　村　　則　之 古河地区会
〃 篠　崎　　利　夫 境　地区会
〃 中　山　　正　己 坂東地区会

役　職 氏　名 地区会
女性部会会長 青　木　　博　美 古河地区会　部会長
副部会長 金久保　　照　子 坂東地区会　部会長

〃 長　澤　　恵　子 境　地区会　部会長
〃 山　中　　紀　子 総和地区会　部会長
〃 木　村　　義　江 三和地区会　部会長
〃 松　本　　幸　子 五霞地区会　部会長

会　計 井　草　　栄　子 古河地区会
幹　事 茂　田　　玉　実 〃

〃 名　和　　はるみ 〃
〃 上　坂　　美津子 坂東地区会
〃 張　替　　恵　子 〃
〃 原　田　　住　子 〃
〃 塚　原　　えい子 境　地区会
〃 飯　田　　英美子 〃
〃 鈴　木　　久　子 総和地区会
〃 矢　澤　　香　苗 〃
〃 水　越　　ゆり子 三和地区会
〃 増　田　　紋　子 〃
〃 松　本　　真生子 五霞地区会
〃 栗　原　　信　子 〃

監　事 斎　藤　　桂　子 古河地区会
〃 飯　田　　幸　子 坂東地区会
〃 大　橋　　みち子 三和地区会

科　　目 決算額
1．事業活動収支の部
　　1．事業活動収入
　　　①特定資産運用収入 930
　　　②会費収入 11,495,000
　　　③事業収入 3,960,250
　　　④補助金等収入 8,568,500
　　　⑤負担金収入 1,042,764
　　　⑥雑収入 1,660,586
[ 事業活動収入計 ] 26,728,030
　　２．事業活動支出
　　　①税の啓発事業費支出 10,482,700
　　　②地域社会貢献事業費支出 3,129,156
　　　③会員支援事業費支出 5,042,868
　　　④管理費支出 7,132,358
[ 事業活動支出計 ] 26,580,725
[ 事業活動収支差額 ] 940,948
2. 事業活動以外収支の部
　　１．経常外収入 0
　　２．経常外支出 0
[ 事業活動以外収支差額 ] 0
 
当期収支差額 940,948
前期繰越残高 19,392,561
当期末残高 20,333,509

科　　目 予算額
1．事業活動収支の部
　　1．事業活動収入
　　　①特定資産運用収入 4,000
　　　②会費収入 11,588,000
　　　③事業収入 2,920,000
　　　④補助金等収入 7,935,300
　　　⑤負担金収入 0
　　　⑥雑収入 851,000
[ 事業活動収入計 ] 24,048,300
　　２．事業活動支出
　　　①税の啓発事業費支出 10,382,900
　　　②地域社会貢献事業費支出 3,607,000
　　　③会員支援事業費支出 4,589,300
　　　④管理費支出 5,473,300
[ 事業活動支出計 ] 24,052,500
[ 事業活動収支差額 ] △ 4,200
2. 事業活動以外収支の部
　　１．経常外収入 0
　　２．経常外支出 0
[ 事業活動以外収支差額 ] 0
 
当期収支差額 △ 4,200
前期繰越残高 20,333,509
当期末残高 20,329,309
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平成30年度事業計画 自　平成30年４月１日
至　平成31年３月31日

主たる事業計画
1．	税を巡る諸環境の整備改善等を図ることを目的とする事業
○　納税意識の高揚、税知識の普及、税の学習環境整備のための事業
　　①　法人税・消費税等の決算申告に関する研修会の開催
　　②　近隣地区会及び各種団体との合同開催による税務研修会の開催
　　③　各種団体との合同税務研修会の開催
　　④　全国青年の集い岐阜大会・女性フォーラムへの参加
　　⑤　税務署の協力7団体との連携強化
　　　　・効率的な団体運営(租税教室・納税表彰式・税務関連研修会の共催開催)
　　⑥　消費税期限内完納に向けた取組推進
　　⑦	　女性部会による「税に関する絵はがきコンクール」の推進
○　税に関する社会貢献活動
　　①　「e-Tax」等電子申告制度の普及と利用拡大推進
　　　　・役員利用率１００％目標の推進
　　　　	・会員、賛助会員の利用率拡大推進と一般向けＰＲ
　　②	　小学生高学年を対象とする租税教室へ講師及び補助講師として参加
○　税制に関する提言活動
　　①　平成31年度税制改正提言の取りまとめと提言事項実施のための諸活動
2．	地域の経済社会環境の整備改善を図ることを目的とする事業
○　地域の経済活動を活性化する事業
　　①　近隣地区会及び各種団体との合同による経営支援セミナーの開催
　　②　経営および経済に関する各種講演会・セミナー等の開催
○　地域の福祉問題、環境問題などの改善に資する事業
　　①　献血等福祉活動の支援
　　②　青年・女性部会による道路美化清掃活動等の実施
　　③　地域のマラソン大会等に対する支援
　　④　各地区会による地域社会貢献活動の充実
○　各種事業公開のための広報活動
　　①　機関誌「法人たより」の定期発行と内容充実
　　②　全法連機関誌　季刊「ほうじん」定期配布
　　③　「ホームページ」活用による各種事業の公開と情報公開
○　各種諸会議の開催
　　①　通常総会・理事会・正副会長会議の開催
　　②　各種委員会の開催
　　③　その他必要な会議の開催

◎ （公社）古河法人会組織状況表 	 （平成30年6月30日現在）　

地区会名 法人数 会員数 加入率% 地区会名 法人数 会員数 加入率%

古　　河 998 442 44.3 三　　和 716 259 36.2

坂　　東 1,270 465 36.6 五　　霞 197 138 70.1

境 616 302 49.0

総　　和 883 279 31.6 合　　計 4,680 1,885 40.3%
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　本年７月の人事異動により古河税務署長を拝命いたしました橋本
と申します。関東信越国税局調査査察部から転任してました。
　川島会長をはじめ、公益社団法人古河法人会の皆様には、日頃か
ら法人会活動を通じ、税務行政に対しまして深いご理解と格別のご
支援を賜わり、厚く御礼申し上げます。前任の深井署長同様、よろ
しくお願い申し上げます。
　私は福島県の出身ですが、茨城県とは縁がありまして、茨城県内
の勤務は４回目となります。古河税務署管内は、圏央道が茨城県内

全線開通し、将来的には複線化も予定されております。また、日野自動車が古河市に移転し
たことに伴い、経済・流通等がより活発になり、地域経済への波及効果も期待されており、
このような時期に勤務できますこと、地元署長としての重責を感じております。
　古河法人会におかれましては、「健全な納税者の団体」として、また、「税務行政の良き
理解者」として、各種研修会の開催、租税教室への講師及び補助者の派遣や小学生の絵はが
きコンクールなどの租税教育を通じた正しい税知識の普及や納税道義の高揚に努められると
ともに、駅頭清掃やいちごプロジェクトの推進など地域社会へも大きく貢献されており、税
務行政に携わる私どもといたしましても大変心強く感じております。
　私どもといたしましては、国税庁の使命である「納税者の自発的な納税義務の履行を適正
かつ円滑に実現する」ため、納税コンプライアンスの更なる向上と納税者の皆様にとって利
便性の高い申告・納付手段の充実を図ってまいりたいと考えております。
　平成30年度税制改正により、2020年4月1日以降開始する事業年度からは大法人等の電子
申告が義務化されましたが、ｅ－Ｔａｘをはじめとした税務行政のＩＣＴ化の一層の進展や
環境整備に努めてまいりますので、会員企業の皆様におかれましてもご理解とご協力のほど
よろしくお願いいたします。
　また、法人会においては「企業の税務コンプライアンス向上のための取組み」が開始さ
れ、「自主点検チェックシート」が活用されています。この取組みは、国税庁の使命にも合
致する極めて有意義な取組みと考えており、国税庁も後援とさせていただいているところで
あります。本年、「法人事業概況説明書」も改定があり、新たに記入欄が設けられました。
国税当局としましても、この取組みの普及・拡大に向けて、説明会等今後とも連携・協力を
図ってまいりたいと考えております。
　さて、来年１０月には消費税率引上げと同時に軽減税率制度が実施されます。執行官庁で
ある国税当局においても、改正消費税法等に関する事務が極めて優先度の高い重点課題であ
ることを踏まえ、事業者が軽減税率制度をはじめとする改正内容や消費税の仕組みを十分に
理解し、自ら適正な申告・納付ができるよう、制度周知、広報、指導、相談等といった種々
の施策を適時適切に実施するなど、庁局署が一体となって効果的・効率的な事務運営が行わ
れるよう尽力していく所存であります。また、本年９月から「消費税の軽減税率制度に関す
る説明会」を開催いたします。会員の皆様には積極的にご参加いただけるよう、よろしくお
願いいたします。
　結びに、公益社団法人古河法人会及び会員企業の益々のご発展と会員の皆様方のご健勝、
ご繁栄を祈念申し上げまして、着任の挨拶とさせていただきます。

　古河税務署長

　　　　　橋本　晃

着任のご挨拶
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《古河税務署人事異動》

平成30年分 年末調整説明会のお知らせ

職　名
新任者 前任者

氏名 前任地 氏名 新任地

署　長 橋本　　晃
関東信越国税局

調査査察部査察第七部門
統括国税査察官

深井　秀樹
関東信越国税局
総務部会計課

課長

総務課長 城倉　洋介
関東信越国税局

課税第一部個人課税課
課長補佐

横山　和之
関東信越国税局

総務部人事第一課
課長補佐

課長補佐 南雲　真一
行田税務署

個人課税第一部門
総括上席国税調査官

久保田竜徳
金沢国税局金沢税務署

個人課税第五部門
統括国税調査官

法人課税第一部門
統括国税調査官

野口　裕司 （留任）

法人課税第二部門
統括国税調査官

須田　和宏 （留任）

法人課税第三部門
統括国税調査官

稲葉　芳昭
鹿沼税務署

法人課税第二部門
統括国税調査官

渡部　敦夫
関東信越国税局

課税第一部課税総括課

法人課税第一部門
総括上席国税調査官

折原　　裕
関東信越国税局

総務部事務管理課
電子計算第二係長

八重樫美香
川越税務署

総務課
課長補佐

法人課税第一部門
上席国税調査官
（法人会担当）

三浦　　浩 （留任）

管理運営第一部門
統括国税徴収官

古怒田恵美
関東信越国税局

総務部事務管理課
主任税務分析専門官

小山　りか
春日部税務署
納税専門官

管理運営第二部門
統括国税徴収官

渡邉　和行 （留任）

管理運営第一部門
総括上席国税徴収官

横田　京子
川口税務署

管理運営第二部門
上席国税徴収官

藤間　陽子
越谷税務署

管理運営第一部門
連絡調整官

徴収部門
統括国税徴収官

藤田　儀和
春日部税務署
納税専門官

大森　　浩
大田原税務署

徴収部門
統括国税徴収官

個人課税第一部門
統括国税調査官

根橋　　亘 （留任）

個人課税第二部門
統括国税調査官

古澤　昌博
川口税務署

個人課税第一部門
連絡調整官

仙波　　誠
水戸税務署

情報技術専門官（所得担当）

個人課税第一部門
総括上席国税調査官

小林　真樹
関東信越国税局

総務部会計課予算係
主任

金澤　英恵
大宮税務署

個人課税第一部門
記帳推進官

資産課税部門
統括国税調査官

羽賀　一幸 （留任）

（平成30年７月10日付）

・給与所得者に係る年末調整説明会を下記の日程により開催いたします。
・年末調整説明会に引き続き、消費税の軽減税率制度等の説明会も併せて開催いたします。
・送付されたパンフレット等をご持参の上、ご都合のよい時間及び場所にお越しください。
・一部の用紙については、国税庁のホームページからダウンロードをすることができます。

開催日 開催時間 開催場所 対象者

11月20日（火)
10：00～12：00
14：00～16：00

古河市生涯学習センター総和
とねミドリ館多目的ホール
（古河市前林1953-1））

古河市

11月22日（木)
10：00～12：00
14：00～16：00

境町中央公民館講堂
（境町395-1）

境町・五霞町
坂東市
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　古河税務署では、消費税の軽減税率制度について、事業者の皆様の

準備が円滑に進むよう、下記の日程で説明会を開催します。

　ご都合の良い日時、開催場所でご参加ください。

開催日時・場所
開催日時 開催場所

定員
開催日 時間 開催場所 所在地

平成30年10月22日(月)
10:30～11:30
14:00～15:00 境町商工会

猿島郡境町
965-29

各50名

平成30年10月23日(火)
10:30～11:30
14:00～15:00 坂東市商工会

坂東市岩井
3230－1

各60名

平成30年10月24日(水)
10:30～11:30
14:00～15:00 五霞町商工会

猿島郡五霞町大字
新幸谷463番地

各40名

平成30年10月25日(木)
10:30～11:30
14:00～15:00 古河商工会議所

古河市
鴻巣1189-4

各100名

※混雑の状況等により、受講いただけない場合がありますので予めご了承ください。

２０１９年(平成31年)10月1日から、「酒類・外食を除く飲食料品」及び

「週２回以上発行される新聞(定期購読契約に基づくもの)」を対象に消費

税の「軽減税率制度」が実施されます。

　軽減税率制度は、飲食料品等の軽減税率対象品目を取り扱う事業者の方

だけではなく、例えば、会議費や交際費として飲食料品等を購入する事業

者の方や、消費税の免税事業者の方も、取扱商品の適用税率の確認や適用

税率ごとの区分経理など、制度の実施に向けた準備が必要となります。

お問合せ先

　古河税務署　法人課税第一部門

　電話番号 ：  0280－32－4222　　　　　　　　　　　　　  古河税務署

　住　　所：〒306-8686　古河市北町５番２号

消費税の軽減税率制度に
関する説明会の開催について
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○
研
修
委
員
会

　
三
月
十
六
日
（
金
）
古
河
商
工
会
議

所
に
お
い
て
研
修
委
員
会
を
開
催
。

三
十
年
度
の
研
修
事
業
計
画
の
協
議
を

行
う
（
参
加
五
名
）

○
広
報
委
員
会

　
八
月
二
日
（
木
）
古
河
商
工
会
議
所

に
お
い
て
広
報
委
員
会
を
開
催
。
広
報

誌
「
法
人
た
よ
り
」
の
発
行
に
つ
い
て

協
議
を
行
う
（
参
加
一
三
名
）

○
三
十
年
度
第
一
回
理
事
会

　
四
月
二
十
六
日
（
水
）
古
河
商
工
会

議
所
に
お
い
て
第
一
回
理
事
会
を
開

催
。
第
三
三
回
総
会
上
程
議
案
、
表
彰

受
賞
者
の
確
認
等
に
つ
い
て
協
議
を
行

う
（
参
加
三
四
名
）

○
正
副
会
長
会
議

　
八
月
二
十
四
日
（
金
）
古
河
市 

冨

久
家
に
お
い
て
正
副
会
長
会
議
を
開

○
決
算
期
別
説
明
会

　
古
河
商
工
会
議
所
に
お
い
て
四
月

十
一
日
（
水
）
四
～
六
月
決
算
企
業
向

け
説
明
会
（
参
加
企
業
十
五
社
）
、
七

月
十
九
日
（
水
）
七
～
九
月
決
算
企
業

向
け
説
明
会
を
実
施
。
（
参
加
企
業

一
五
社
）

○
新
設
法
人
説
明
会

　
二
月
七
日
（
火
）
古
河
商
工
会
議
所

に
お
い
て
新
設
さ
れ
た
企
業
向
け
説
明

会
を
実
施
。
（
参
加
企
業
四
社
）

○
事
務
担
当
者
会
議

　
七
月
二
十
七
日
（
金
）
古
河
市
「
山

び
こ
」
に
お
い
て
事
務
担
当
者
会
議
を

開
催
。
各
地
区
会
事
務
担
当
者
に
て
事

務
打
ち
合
わ
せ
、
意
見
交
換
を
行
う
。

（
参
加
一
〇
名
）

催
。
前
回
理
事
会
以
降
の
活
動
経
過
報

告
、
今
後
の
事
業
活
動
計
画
の
協
議
を

行
う
（
参
加
一
三
名
）

諸
会
議
・
研
修
会
の
開
催

委
員
会
活
動
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青

年

部

会

☆
第
三
十
二
回
総
会
開
催

　
四
月
二
十
日(

金)

、
二
十
八
名
参
加

し
、
和
田
家(

古
河
市)

に
て
開
催
。
　

　
全
議
案
が
原
案
通
り
、
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

☆
正
副
部
会
長
会
議

　
七
月
二
十
三
日
（
月
）
、
七
名
参
加

し
、
和
田
家
（
古
河
市
）
に
て
開
催
。

三
十
年
度
事
業
計
画
等
の
協
議
を
行

う
。

部
会
活
動

＝
今
後
の
活
動
行
事
予
定
＝

☆ 

租
税
教
室
～
法
人
会
担
当
分
三
十
年

九
月
～
三
十
一
年
一
月
ま
で
小
学
校

十
一
校
で
実
施
。

☆
三
十
年
度
第
三
回
理
事
会

　
十
月
初
旬
予
定
　
ホ
テ
ル
山
水
。

☆
九
月
十
三
日
（
木
）

　
一
～
六
月
設
立
新
設
法
人
説
明
会

☆
十
月
十
一
日
（
木
）

　 

十
～
十
二
月
決
算
企
業
向
け
決
算
期

別
説
明
会
。

☆
十
一
月
十
五
日
（
木
）

　
合
同
納
税
表
彰
式

☆
十
月
十
一
日
（
木
）

　
全
法
連
全
国
大
会
・
鳥
取
大
会

☆
十
一
月
九
日
（
金
）

　
全
国
青
年
の
集
い
・
岐
阜
大
会

○
組
織
委
員
会

　
八
月
二
日
（
木
）
古
河
商
工
会
議
所

に
お
い
て
組
織
委
員
会
を
開
催
三
十
年

度
会
員
増
強
推
進
策
及
び
表
彰
関
係
の

協
議
を
行
う
（
参
加
十
二
名
）

○
厚
生
委
員
会

　
九
月
十
一
日
（
火
）
実
施

☆ 

八
月
十
日
（
金
）
古
河
市
主
催
「
道

の
日
」
清
掃
活
動
に
法
人
会
青
年
部

よ
り
二
十
五
名
参
加
。
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女

性

部

会

☆
第
三
十
二
回
総
会
開
催

　
四
月
九
日(

月
）
、
二
十
八
名
参
加

し
、
ホ
テ
ル
山
水(

古
河
市)

で
開
催
。

　
全
議
案
が
原
案
通
り
、
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た

☆
正
副
会
長
会
議
開
催

　
六
月
二
十
六
日(

火)

、
十
八
名
参
加

し
、
古
河
商
工
会
議
所
で
開
催
し
年
間

事
業
計
画
等
の
協
議
を
行
う
。
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
昨
年
度
同
様
古
河

市
内
・
五
霞
町
内
小
学
校
に
応
募
依
頼

す
る
。

☆ 

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
山
梨
大
会
へ

参
加

　
四
月
十
二
日
（
木)

、
当
会
か
ら
は

三
名
が
参
加
。

☆
小
学
生
向
け
租
税
教
室
参
加

　
青
年
部
会
と
合
同
で
講
師
及
び
補
助

講
師
と
し
て
参
加

☆
役
員
視
察
研
修

　
十
月
二
十
四
（
木
）
東
京
方
面
へ
の

視
察
研
修
会
を
開
催
す
る
。

☆ 

平
成
三
十
一
年
二
月
正
副
部
会
長
会

議
時
に
講
演
会
開
催

☆
い
ち
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
八
月
十
日(

金)

青
年
部
参
加
の｢

道

の
日｣

清
掃
活
動
時
に
合
わ
せ
女
性
部

役
員
が
古
河
駅
西
・
東
口
で
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
を
行
う
。

☆
十
一
月
九
日(

金)

　
全
国
青
年
の
集
い｢

岐
阜
大
会｣

　
本
会
よ
り
三
十
名
程
度
の
参
加
予

定
。

☆
小
学
生
向
け
租
税
教
室

　
性
部
会
と
合
同
で
講
師
及
び
講
師
補

助
者
と
し
て
参
加
。
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古河地区会

坂東地区会

境地区会

境地区会女性部通常総会
Ｈ３０年６月１８日（月）

境地区会親会・青年部会合同通常総会
Ｈ３０年６月１３日（水）

地 区 会 た よ り

古河地区会通常総会
Ｈ３０年５月１７日（木）

坂東地区会通常総会
Ｈ３０年５月３０日（水）

親睦ゴルフ大会
Ｈ３０年７月１９日（木）

優良経理担当者表彰
Ｈ３０年５月１７日（木）
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総和地区会

三和地区会

五霞地区会

総和地区会青年部会通常総会
Ｈ３０年６月１３日（水）

三和地区会通常総会
H３０年６月１日（金）

総和地区会女性部会通常総会
Ｈ３０年６月１３日（水）

三和地区女性部会 情報交換会
H３０年8月３日（金）

五霞地区会通常総会時税務研修会
H３０年6月1３日（水）

　五霞町商工会は、地元産品の八つ頭（里芋の一種）を、高
付加価値を持つ特産品とすべく、地域への浸透、加工品の商
品化等のさまざまな取り組みを行っている。その中で、知名
度向上策として、五霞産の八つ頭を「五霞いも」と名付け、
これを使用した加工品や料理には、例えば「五霞いもコロッ
ケ」というように「五霞いも」の名前を謳っていこうことに
なり、特許庁長官より商標原簿に登録された。
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